
令和６年５月北本市定例記者会見 次第 

 

 

日時 令和６年５月２９日（水） 

午前１０時３０分 

場所 会議室３- Ｅ・Ｆ 

 

 

１ 開  会 

 

２ 説  明 

・令和６年第２回北本市議会定例会の議案等について 

・北本市からのお知らせ 

 

３ 質  疑 

 

４ 閉  会 

 

 

〇配布資料 

・令和６年度一般会計補正予算等の概要（資料１） 

・各種情報提供資料（資料２） 

・スライド資料 

・令和６年第２回北本市議会定例会提出議案一式(輪ゴム止め) 
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一般会計（2号） 千円(補正後累計 25,304,811 千円)

介護保険特別会計（１号） 千円(補正後累計 6,017,784 千円)
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（歳出）

〇物価高騰対策関連事業

定額減税補足給付金（調整給付）給付事業 544,836 千円

〇子育て支援の充実

民間保育所建設補助金交付事業 142,782 千円

石戸第二学童保育室トイレ改修工事 348 千円

学童保育室送迎支援事業補助金交付事業 391 千円

〇学校教育の充実

よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業 380 千円

不登校児童生徒等の早期発見・早期支援事業 310 千円

〇保健・医療の充実

新型コロナワクチン接種事業（定期接種） 143,774 千円

〇文化財の活用・保護

郷土資料室移転整備改修工事費の増額 6,195 千円

〇その他

新型コロナウイルス予防接種健康被害給付金 45,591 千円

（歳入）

市税（個人市民税） △ 286,145 千円

地方特例交付金（定額減税減収補填分） 286,145 千円

国庫支出金（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　外５件） 717,900 千円

県支出金（放課後児童健全育成事業費補助金　外１件） 625 千円

繰入金（財政調整基金） 66,482 千円

諸収入（新型コロナワクチン接種助成金） 99,600 千円

（債務負担行為）

郷土資料室土地借上業務 28,800 千円

令和６年度一般会計補正予算等の概要

補正予算の規模

884,607

3,784

一般会計補正（第２号）の内容



報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 生涯学習課 

生涯学習担当 鈴木 

０４８-５９４-５５６７ 

a04600@city.kitamoto.lg.jp 

 

林間テントサイト、冷暖房付バンガローに加え、 

オートキャンプ場がオープンしました         

 施  設 

時間･料金 

 概  要 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ場 HP 

サンアメニティ北本キャンプフィールド（北本市野外活動センター）では、令和４年８月より

試行運用しておりましたオートキャンプ場を、この度正式オープンいたしました。 

初心者でも安心！四季折々の体験と感動を‼ 里山の自然が残る、緑豊かなキャンプ

場、夕景や満天の星空が楽しめるオートキャンプ場を是非ご利用ください。また、年間通して

様々なイベント・ワークショップ、野外活動や自然体験、クラフトなども開催しております。スタ

ッフ一同で、お待ちしております。 

１区画（８ｍ×10ｍ） ・ 車 1 台、テント 1 張り、タープ 1 張り 

定員６人(小学生以下は 3 人で大人 2 人分とみなす) ペット(犬・猫)同伴可 

13：00～翌 11：00 1 区画 4,000 円 (ペット 1 頭 500 円) 

 

担当者コメント                                                     

管理人も昼夜常駐しているので、女性ソロや、初めての方でも安心！ファミリーでも 

気軽に安心してキャンプを楽しめます。同施設での入浴もお楽しみいただけます。ぜひお越しください。 

広々とした区画、ペットもＯＫ お花見キャンプ 

サンアメニティ北本キャンプフィールド（北本市野外活動センター） 
オートキャンプ場全５区画 （北本市高尾 9 丁目 143） 

 

1

資料２

mailto:a04600@city.kitamoto.lg.jp


報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 学校教育課 

木暮 

０４８-５９４-５５６４ 

ａ04500@city.kitamoto.lg.jp 

生活応援奨学金･夢応援奨学金 
学びたい気持ちを応援します！ 

申請期間等 

奨学金 
区 分 

給付額等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意欲と能力がある若者が、経済的理由により進学を断念することなく大学
等での修学の機会が得られるよう、給付型奨学金給付事業を実施します。 

担当者コメント 

家庭の経済状況から進学をあきらめなくてはならなくなるケースもございます。

そのような生徒がこの奨学金により学びを継続し、夢の実現に向かうことができれ

ばと願います。北本市は夢を諦めない気持ちを応援します。 

申請期間 令和６年６月３日（月）から令和６年８月３０日（金）まで 

申請資格 

・2024 年 4 月１日時点で、北本市に１年以上住民登録がある、または 

１年以上本市で援護を受けている世帯の子どもに該当する者。 

・2024 年 4 月 1 日現在で大学（大学院を含む）、専門職大学（専門職 

大学院を含む）、短期大学、専門職短期大学に在籍している者。等 

申請手続 

・奨学金給付申請書  ・住民票の写し  ・課税（非課税）証明書 等 

審   査 

・申請書類及び小論文・面接審査を経て、給付対象者を決定します。 

１人当たり最大 60 万円／年 
【内 訳】  入学金相当額(上限 20 万円/１回)  

学費奨学資金(上限 40 万円/年)  

【予算額】  800 万円 

１ 生活応援奨学金 

経済的な理由により修学が困難であると認められる者に 

対する奨学金 

２ 夢応援奨学金 

経済的な理由により修学が困難であることに加え、学業 

・スポーツ等で優秀な成績と認められる者に対する奨学金 

 

ふるさと納税 

活用事業 

返済 

不要 
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 学校教育課 

指導担当 中村 

０４８-５９４-５５６４ 

a04500@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

 
 

東中の家庭科部＆特別支援学級が 

廃チョークのリサイクル品を作製、店頭販売  

流 れ 

参加者 

場 所 

  
 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真データ 
提供可 

 東中学校の家庭科部と特別支援学級（わかば学級）の生徒が、廃棄物を利用してアクセサリーや小

物を作製し、「地場物産館 桜国屋」で販売します。 

 学校で廃棄される予定だった色チョークを使って、レジンを着色し、ヘアピン、ヘアゴム、キーホルダ

ーを作成する予定です。一般でも販売できる質の高い作品を制作できるようがんばります。特別支援

学級（わかば学級）の販売実習も兼ねています。 

 

７月２７日(土)10：0０～ 

８月２４日(土)10：0０～ 

北本市立東中学校家庭科部１～３年生、特別支援学級（わかば学級） 

担当者コメント                                                                      

本市では「社会に開かれた教育課程」の実現のために、学校で学んだことを、社会生活の中で生かす取組を

推奨しています。学びが学校の中だけで終わるのではなく、その学びを社会に生かすことによって、生徒の学ぶ

意欲を今後も向上させられるよう取り組んでまいります。 

取材等連絡先：学校教育課指導担当 指導主事 中村 TEL：048-594-5564 

当 日 対 応 者：北本市立東中学校  教諭   小松 TEL：048-592-3145 

新規 

交流 

  地場物産館 

桜国屋 
 （北本市深井 7-265-4） 

  ９：００～ 桜国屋集合 準備・設置 

 １０：００～ 販売実習開始 

 １２：００～ 販売実習終了 

 １２：３０～ 解散・片づけ 

家庭科部の活動の様子 
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 産業観光課 

農政担当 江澤 

０４８-５９４-５５３２ 

a03110@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

北本の農業を盛り上げたい！ 

野菜のドライブスルー販売します 

会 場 

セット内容 

その他 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※写真はイメージ。天候や収穫状況等により、写真とは異なった野菜が含まれる場合があります。 

北本市内でつくられたやさしいたべもの「&green food」。それをもっと知ってほしい。たくさんの人

に食べてほしい。北本市農業委員会会長の熱い想いに、若手農家が応えてくれました。 

市内の若手農家団体である北本市農業青年会議所が選んだ自慢の野菜をドライブスルーで

販売します！トマト、トウモロコシ、キュウリ等、北本の夏の旬が詰まったお得なセットは数量限定、

事前予約制です。 

６月１６日(日) １３：００～１５：００ 
北本市役所駐車場 

(北本市本町 1‐111) 

① 夏野菜（7 種類程度）のセット…２，０００円 

② 夏野菜とお米（５ｋｇ）のセット…３，５００円 

車でお越しいただき、北本市農業青年会議所がご注文のセットを車に積み込みま

す。※事前申し込み制です。 

担当者コメント 

「北本市の農業を盛り上げたい！」、「北本市産の野菜をたくさん食べてほしい！」

そんな北本市農業委員会会長の熱い想いから、野菜のドライブスルー販売をやって

みようということになりました。これを機に、北本市の農産物や農家さんをたくさん知っ

てもらえたらと思います。                                
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 産業観光課 

農政担当 江澤 

０４８-５９４-５５３２ 

a03110@city.kitamoto.lg.jp 

交流都市・宮古島市と 
物産交流開始      

場 所 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北本市は、市制施行 50 周年記念を機に、沖縄県宮古島市との交流事業を開始しました。この

交流事業の一環として、今回は宮古島市産の島らっきょう、かぼちゃ、そしてパイナップルが桜国

屋に仕入れられ、販売を開始しました。桜国屋の店長は、今後も宮古島市の物産を積極的に仕

入れていきたいと語ります。1,800km 先から海を超えてやってきた野菜や果物をお手軽に食べて

みませんか？ 

見慣れないものだけど、どうやって食べたらいいの？ そんなときはお近くのスタッフにお声掛けく

ださい。 

地場物産館 桜国屋 （北本市深井 7 丁目 265－4） 

 

担当者コメント 

交流都市の物産が入荷して、桜国屋の雰囲気もちょっぴり南国気質に。1,800km 先

の直売所ってこんな感じなのかな、と想像すると、買い物も楽しみになります。物産を通

した交流がこれからも継続していけるような橋渡しをしていきたいです。                   

セット内容のイメージ 

桜国屋の店頭に並ぶ宮古島市の物産 

交流都市ＨＰ 

物産 
交流 

～ 交流都市・沖縄県宮古島市 ～ 

沖縄県宮古島市は、令和４年度から交流都市として交流を続けています。これまでは、小学５

年生の総合的な学習の時間の中で、お互いの地域の特色などを発表する学校間交流を実施し

てきました。 
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 産業観光課 

商工労政・観光担当 新井 

048-594-5530 

a03100@city.kitamoto.lg.jp 

北本トマトカレー 

全国ご当地カレーグランプリで準優勝！ 

北本トマトカレーについて 

８月２１日は北本トマトカレーの日 

新商品情報（山崎製パン株式会社） 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者コメント 

5 年ぶりの全国ご当地グランプリでは惜しくも 3 度目のグランプリ獲得（優勝）とはなりません 

でしたが、「北本トマトカレー」の人気とおいしさを再認識することができました。ぜひご賞味ください！ 

北本市特産のトマトを使ったご当地グルメ。２０１１年１１月に開催された「第９回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」

に初参加、初優勝。その後、全国各地のグルメイベント等に参加し多数の入賞を重ね、本市を代表するグルメにな

りました。現在、市内外１５の店舗で北本トマトカレーの会から認定されたお店オリジナルの「北本トマトカレー」が提

供されています。また、北本市観光協会やオンライン、コンビニ・スーパーなどで購入できるレトルト商品の「北本トマ

トカレー」は令和 6 年 4 月 15 日から埼玉県内 80 か所の郵便局（さいたま市、上尾市、伊奈町、桶川市、北本市）

での販売も開始されています。（令和 7 年 3 月 31 日まで）。・ 

↑北本トマトカレーイメージ写真 

 

令和６年５月１８日・１９日に開催された

『よこすかカレーフェスティバル 2024』

の全国ご当地カレーグランプリで準優勝

しました。 

写真データ提供可 

北本トマトカレーが誕生した「きたもとご当地グルメ開発コンテスト」が行われた 8 月 21 日を北本トマトカレーの日とし

て PR を行っています。その前後である 8 月１日から 10 月 3 日まで、今年も「北本トマトカレー 

スタンプラリー」の開催が予定されています。ぜひこの機会に北本トマトカレーをご賞味ください。 

詳しくは北本トマトカレー公式サイト(http://tomato-curry.com/) 

北本トマトカレーの会が監修ランチパック トマトカレーとチーズカレーナンが 6 月から販売されます。 

よこすか 
カレーフェス 

▶公式サイト 
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報 道 関 係 各 位 令和 6 年 5 月 29 日 

北本市役所 政策推進部 

市長公室 

シティプロモーション・広報担当  

千葉 ０４８-511-9119 

ダンススタジオ＆美容スクールがオープンします 
大型団地「北本団地」商店街の新たなコミュニティ拠点 

ふるさと納税型クラウドファンディングとは 

  
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本市では、２,０００戸を超える大型団地「北本団地」を舞台に地域活性化に取
り組むプロジェクトを市内事業者等と連携し、推進しています。 
 
令和６年３月にプロジェクト４つ目の拠点となる『KILIG DANCE STUDIO（ｷﾘｸﾞ
ﾀﾞﾝｽ ｽﾀｼﾞｵ）』がオープン、７月には５つ目となる『hair&nail universalon 
Juke（ﾍｱ＆ﾈｲﾙ ﾕﾆﾊﾞｰｻﾛﾝ ｼﾞｭｰｸ）』がオープンします。 

店舗の改装にはふるさと納税型クラウドファンディングを活用して寄附を募
り、多くの方から支援いただくことができました。 
 
令和３年にジャズ喫茶「中庭」がオープンしてから、ふるさと納税型クラウドフ
ァンディングを利用したプロジェクトを毎年実施し、団地商店街が賑わいを見
せています。 
今後も市内事業者と連携し、地域資源を活用したまちの活性化への取り組みを
推進してまいります。 

▲ 拠点１ KILIG DANCE STUDIO ▲ 拠点２ hair&nail universalon Juke 

応援したいまちの取り組み内容へダイレクトに寄附し、なおかつふるさと納税
と同様に税控除を受けることができるクラウドファンディングです。 

《過去の団地商店街を活用したプロジェクト》 
令和３年 シェアキッチン ジャズ喫茶「中庭」 
令和４年 まちの工作室「てと」 
令和５年 植物と陶芸体験〇×□（ｴﾝﾊﾞｲﾎﾞｯｸｽ）/うえのへや写真館 
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拠点１ まちのダンススタジオ「KILIG DANCE STUDIO」 

拠点２ 美容の力でまちを元気に「Re:school&juku」 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

１階は一面鏡張りのレンタルスタジオとしてダンスレッスンはもちろん、ヨガや
ピラティス、健康体操等を楽しめる場に。子どもから大人まで、誰もがココロも
カラダも健康になれるスタジオです。 

２階は様々なコミュニティ活動に利用できる多目的スペースに改修。ベビーマッ
サージ教室や栄養士相談会を開くなど、人と人が繋がれる場として活用していき
ます。 

営業時間 月曜日から土曜日 10 時～21 時 

（レッスン日時による、日曜日定休） 

Instagram @kilig_dance_studio 

《ふるさと納税型クラウドファンディング結果》 

寄 附 者：９３名 
寄附金額：１１９万５，０００円 

事 業 者：KILIG DANCE SCHOOL（ｷﾘｸﾞﾀﾞﾝｽｽｸｰﾙ） 

代表より：私達 KILIG DANCE SCHOOL は HIP HOP を中心とするダンススクールで
す。これまでもダンスを通して表現する楽しさや作品を作り上げる達
成感を子供達に伝えてきました。盛り上がりを見せる団地商店街に、
コミュニティや人のつながりを生む場となるダンススタジオを新し
くオープンしました。初心者レッスンも随時開催していますので、ぜ
ひ体験にお越しください！(三神裕香) 

美容のプロ集団「Reyel」が、団地商店街に美容を学べる・体験できるコミュニテ
ィスクールをオープンします。１階は美容室、２階にはネイルスクールを構え、
正しい爪のケア・髪のお悩み相談など、美容に関する講座や実際に体験できる場
を作ります。また、技術を習得していても経験を積めていない若手美容師の育成
の場としても機能します。 

オープン予定 令和６年７月１日（月）９：００～１８：００ 

Instagram @resta.hair 

《ふるさと納税型クラウドファンディング結果》 

寄 附 者：８０名 
寄附金額：４１５万３，０００円 目標金額達成！ 
事 業 者：合同会社 Reyel 

代表より：美容は見た目だけでなくココロも元気にする力を持っています。その
人の持つ魅力を引き出すことで、一人一人が元気になり、地域の活性
につながっていくと考えます。このコミュニティスクールができるこ
とで、団地商店街に足を運ぶ人を増やしたいです。（宇部光太） 
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所 市長公室

シティプロモーション・広報担当 

秋葉 ０４８-５９４-５５０５ 

koho@city.kitamoto.lg.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

作 品 概 要 

「障がいへの眼差し」をテーマに、特集「この

まちに暮らす、わたしたち《CHALLENGED》」を

作成。過去の取材で出会った市民の皆さんの協

力により、障がいのあるお子さんのお母さんた

ちの座談会や、福祉事業所、障がいのある人の

グループホーム、放課後等デイサービスなどの

取材が実現。我が子に障がいがあると知ったき

っかけや睡眠障害を理解されずに悩んだ経験、

障がいのある人たちと働くことで自身に起こっ

た変化など、それぞれの視点で障がいに関する

体験や思いを赤裸々に語っていただきました。 

 

審 査 員 講 評 

障がいをもつ人を取り上げた特集。これまで取り 上げてこなかったという 。そこで、力をこめて作ら

れた広報紙であることがよくわかった。 

紙面に登場する障がい者の顔を誰も隠すことなく掲載しているのはかなり稀ではないだろう か。こ

れは広報担当者が長い時間をかけて障がい者やその家族の方々と交流し、人間関係を重ねる中から

深い信頼関係を創り上げてきた結果であることがう かがえる。そのせいか写真はどれも明るく表情豊

かである。“障がいは不便だけど不幸ではない”という タイトルが全編に通底している。障がい者と家

族との交流の段階から、まさに足でつくった広報紙といえる。 

埼玉県代表作品に選出された「広報きたもと」令和5年10月号が、令和６年全

国広報コンクール（広報紙 市部）で入選しました。入選作品は、各都道府県審

査を突破した全62点のうち14点です。 

「広報きたもと」が全国広報コンクールで 

入選したのは、「財政状況伝えるマン」特 

集を掲載した平成28年11月号、家庭や 

職場・学校に次ぐ第３の居場所の特集を 

掲載した令和４年９月号（内閣総理大臣 

賞受賞）に続き３度目です。 

全 国 広 報 コ ン ク ー ル 入 選 
広報きたもと 「障がいへの眼差し」特集 

発行後は、紙面を読んだ人が障がいのある子のお母さんたちのグループに参加したり、グループホ

ームへ入居や就職希望の連絡が入ったり、紙面に登場した人に新聞記者からの取材の依頼が入る

等、さまざまな反響がありました。 
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全国広報コンクールは、地方自治体の広報活動の向上に寄与することを目的に、各種広報作

品についてコンクールを行い、優秀団体を表彰するものです。日本広報協会の主催により、

1964（昭和 39）年から実施しています。 

このコンクールは、都道府県別に「広報紙」「写真（一枚・組み）」「映像」「ウェブサイト」「広報企

画」の部門の代表作品を決定し、全国で競います。いわば自治体広報紙の甲子園のようなもの

です。 

 
 

【広報紙（市）部門】（審査対象：62点 入選：14点） 

 

特選 西予市 『広報せいよ』2023年10月号 

入選 北本市 『広報きたもと』2023年10月号 

ほか   

 
 

 
 
 

【令和５年全国広報コンクール】 

・広報きたもと令和４年９月号 

内閣総理大臣賞受賞、広報紙部門特選 

・広報企画「まちへの参加を創る・発信する 北本団地商店街活性化プロジェクト」 

広報企画部門入選 

 

【令和４年全国広報コンクール】 

・広報企画『北本市の暮らしの魅力が自動で拡散！「屋外の仮設マーケット」が 

シティプロモーションの鍵に！「マーケットの学校」と「&green market」』 

内閣総理大臣賞受賞、広報企画部門特選 

 

担 当 者 

コ メ ン ト 

令和6年全国広報コンクール審査結果 

直 近の受賞歴 

「この子は幸せなんだな。障がいがあるからといって、不幸じゃないよってのが、よく伝

わってきた。あの笑顔が守られる社会じゃないとね」――これは、本特集を読んだある

市民の方の声です。障がいのある人たちやそのご家族、作業所やグループホーム 

・放課後等デイサービスの職員の方々など、障がいに関係する皆さんに話を聞いて感

じたのは、それぞれが多様な思い・経験を重ねていること。「障がいへの眼差し」という

切り 口で生まれた出会いは、これまでの取材と同様に一人の「ひと」と「ひと」としての

出会いと変わらないことに気づかされました。今回取材した皆さん、そしてこれまで取

材した市民の皆さんとの出会いがこのよう な評価につながったと考えています。今後

も市民の皆さんと出会い、つながり 続ける広報として業務に邁進していきます。 

広報コンクールとは 
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報 道 関 係 各 位 令和６年５月２９日 

北本市役所政策推進部

市長公室 

シティプロモーション・広報担当 

０４８-５９４-５５０５ 

koho@city.kitamoto.lg.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

消滅可能性都市からの脱却！しかし、油断はできませ

ん。そこで、広報きたもと令和６年６月号から、漫画で人

口問題を伝える特集「住みたくなるまち、住み続けたい

まち」の連載をスタートします。（隔月連載予定） 

この漫画を描いたのは、政策推進部長。これまでも、公

共施設マネジメントなど、難しいテーマを自ら漫画を描い

て伝え続けています。なんと漫画はすべてスマートフォン

１つで描いています。 

 

広 報 紙 に お い て 人 口 問 題 の 漫 画 シ リ ー ズ の 連 載 を ス タ ー ト し ま す 

概要 

漫画で伝える人口問題！ 

職員が描く！ 

広報きたもと令和6年６月号「住みたくなるまち、住み続けたいまち」 

市内に住む小学生の「元気くん」は、北本市の人口減少が 

ちょっと心配。 北本生まれ北本育ちの市職員「チナツちゃん」 

が北本市の人口の傾向や、自然増減・社会増減など、 

聞きなれない言葉も詳しく解説します。 

 

【過去の漫画で伝えるシリーズ】 

・「北本市公共施設マネジメント実施計画」(広報きたもと令和2年6月号） 

・「ミライに繋げる計画進行中！」(広報きたもと令和2年10月号） 

・「みんなで描いた栄小のミライ！」(広報きたもと令和4年11月号） 

・「～未来につなぐ、緑ある交流拠点～ 栄市民活動交流センター」(広報きたもと令和5年6月号) 

漫画作成者：福島 弘行 政策推進部長▶ 

人口問題題について漫画

連載でお伝えします。 

北本の未来について一緒

に考えてみませんか！ 
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北本市定例記者会見

令和６年５月２９日（水）

1



令和６年第２回北本市議会定例会

招集日 令和６年６月５日（水）

議 案 条 例 ３件

事件議決 ２件

予 算 ２件

報 告 ３件

                                                          合計１０件
2



主な議案

・北本市学童保育室設置及び管理条例の一部改正

・北本市手数料条例の一部改正

・北本市公民館設置及び管理条例等の一部改正

・令和６年度北本市一般会計補正予算（第２号）

3



令和６年度北本市一般会計補正予算等

補正予算規模

一般会計（第２号） ８億３，９０１万６千円

介護保険特別会計（第１号） ３７８万４千円

4

資料１



一般会計補正の主な内容

5

〇 定額減税補足給付金（調整給付）給付事業   5億4,483万6千円

〇 民間保育所建設補助金交付事業 1億4,278万2千円

〇 石戸第二学童保育室トイレ改修工事 34万8千円

〇 不登校児童生徒等の早期発見・早期支援事業 31万円

〇 郷土資料室移転整備改修工事費の増額 619万5千円



北本市からのお知らせ

6



広々とした区画、ペットもＯＫお花見キャンプ

7

資料２ Ｐ１
オートキャンプ場の新規オープン

～林間テントサイト、冷暖房付バンガローに加え新たな区画を整備～

施 設

時間･料金

概 要
オートキャンプ場１区画（８ｍ×10ｍ）

車1台、テント1張り、タープ1張り

定員６人、 ペット(犬・猫)同伴可

13：00～翌11：00 1区画4,000円 (ペット1頭 500円)

サンアメニティ北本キャンプフィールド

（北本市高尾９丁目１４３）
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資料２ Ｐ２

給付額

対 象

●生活応援奨学金

経済的な理由により修学が困難であると認められる者

●夢応援奨学金

    経済的な理由により修学が困難であることに加え、学業

・スポーツ等で優秀な成績と認められる者

生活応援奨学金・夢応援奨学金

返済不要！北本市は、学びたい気持ちを応援します！

１人当たり最大６０万円／年

【内訳】入学金相当額（上限２０万円／１回）

学費奨学資金（上限４０万円／年）

ふるさと
納税活用
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資料２ Ｐ３

日 時

内 容

東中の家庭科部と特別支援学級のコラボ事業

廃材を活用したアクセサリーや小物を作製して販売します！

北本市立東中学校の家庭科部と特別支援学
級（わかば学級）の生徒が、学校で廃棄さ
れる予定だった色チョークを使ってアクセ
サリーや小物を作製し、「地場物産館 桜
国屋」で実際に販売します。

７月２７日(土)10：00～

８月２４日(土)10：00～

場 所 地場物産館「桜国屋」（北本市深井7-265-4）
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資料２ Ｐ４

内 容

概 要

野菜のドライブスルー販売します

北本産の旬の野菜・お米をドライブスルーで！

市内の若手農家団体である北本市農業青年会議
所が選んだ自慢の野菜をドライブスルーで販売

６月１６日(日) １３：００～１５：００日時･場所

・夏野菜（7種類程度）のセット…２，０００円
・夏野菜とお米（５ｋｇ）のセット…３，５００円

北本市役所 駐車場
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資料２ Ｐ５

物産品

概 要

交流都市・宮古島市と物産交流開始

交流都市 宮古島から南国の野菜・フルーツが入荷しました！

令和４年度より交流を進めている沖縄県
宮古島市と交流事業の一環として、物産
交流を開始しました。

場 所

・島らっきょう
・ビーチパイン
・かぼちゃ
・シークワーサー などを販売

地場物産館 桜国屋
（北本市深井7丁目265－4）
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資料２ Ｐ６

北 本

トマト

カレー

情 報

北本トマトカレー全国ご当地カレーグランプリ準優勝

よこすかカレーフェスティバル2024に出店。２日間で１３３７食！

令和６年度４月より、埼玉県内８０か所の

郵便局で北本トマトカレーレトルトが購入で
きるようになりました！

山崎製パン(株)とコラボ！

北本トマトカレーの会監修のランチ
パックトマトカレーとチーズカレー
ナン販売開始

８月２１日は北本トマトカレーの日！

８月よりオリジナルグッズがもらえるスタンプ
ラリーを開催予定
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資料２ Ｐ７

「まちのダンススタジオ」･「美容のコミュニティスクール」がオープン

概 要 北本団地に新たなコミュニティの拠点として、空き店舗が目
立った商店街に新たな賑わいを生み出していきます。

ふるさと
納税型

クラウド
ファン

ディング

北本市と協働し「ふるさと納税型クラウドファンディング」
を活用し、店舗をリフォーム

■ まちのダンススタジオ

寄 附 者：９３名

寄附金額：１１９万５，０００円

事 業 者：KILIG DANCE SCHOOL

■ 美容のコミュニティスクール

寄 附 者：８０名

寄附金額：４１５万３，０００円

事 業 者：合同会社Reyel
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「障がいへの眼差し」特集で全国広報広報コンクール入選
資料２ Ｐ９
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職員が描く！漫画で伝える人口問題
資料２ Ｐ１１

連載スタート！

「住みたくなるまち、住み続けたいまち」

漫画シリーズ

広報きたもと令和６年６月号
コラム「住みたくなるまち、住み続けたいまち」
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